
　
静
岡
県
立
駿
河
総
合
高
校
の
総
合
的
な
探
究
の
時

間
で
は
、１
年
次
は
自
分
を
知
る
た
め
の
「
自
己
探
究
」

「
小
論
文
作
成
」、
２
年
次
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
課
題

発
見
・
問
い
づ
く
り
・
仮
説
設
定
・
実
践
・
振
り
返
り
、

３
年
次
は
自
分
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
今
後
の
生

き
方
と
し
て
発
信
す
る
「
未
来
ス
ピ
ー
チ
」
に
取
り

組
む
。
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
中
核
と
な
る
２
年

次
の
活
動
で
は
、
国
際
、
教
育
、
行
政
と
い
っ
た
様
々

な
視
点
で
10
の
企
業
・
機
関
と
連
携
し
、
生
徒
は
行

動
計
画
を
立
案・実
行
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、

例
え
ば
避
難
所
の
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
た
め
の
「
ぬ
い
ぐ
る
み
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
を
製

作
し
た
り
、
英
語
・
日
本
語
を
併
記
し
た
防
災
ポ
ス

タ
ー
を
災
害
の
種
類
別
に
作
製
し
た
り
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
に
防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学

習
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
生
徒
の
主
体
性
に
は
差
が

あ
っ
た
と
大
井
詳
子
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
そ
の
日
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
次
の
活
動
に
ど
う

つ
な
が
る
の
か
、
見
通
し
を
持
て
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
と
り
あ
え
ず
埋
め
る
だ
け
の
生
徒
が
い
た
り
、

防
災
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
前
に
、『
高
校
生
の
自

分
が
頑
張
っ
て
も
…
…
』
な
ど
と
消
極
的
な
気
持
ち

に
な
る
生
徒
が
い
た
り
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
生
徒
の
状
況
を
変
え
よ
う
と
、
教
師
が

具
体
的
な
活
動
内
容
を
生
徒
に
指
示
し
て
し
ま
う
な

ど
、
探
究
学
習
が
教
師
主
導
に
な
る
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
た
と
、
同
校
の
探
究
学
習
の
企
画
・
運
営
を
担
う

学
校
魅
力
推
進
課
の
渡わ

た

邊な
べ

奏か
な

太た

先
生
は
語
る
。

　
「
教
師
も
生
徒
も
、
探
究
学
習
は
紆
余
曲
折
を
伴
う

も
の
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
で
、
目

先
の
1
コ
マ
の
活
動
を
こ
な
す
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

生
徒
、教
師
が
と
も
に
活
動
の
見
通
し
を
持
ち
、

紆
余
曲
折
を
大
切
に
し
た
探
究
学
習
を
実
現

静
岡
県
立
駿
河
総
合
高
校

学
校
魅
力
推
進
課
長

小
泉
亜
衣
子 

こ
い
ず
み
・
あ
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
7
年
目
。
英
語
科
。

２
年
部
学
年
主
任

大
井
詳
子  

お
お
い
・
し
ょ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て 

7 

年
目
。
工
業
科（
建

築
）。

設
定
し
た
テ
ー
マ
が
大
き
い
た
め
に

見
通
し
が
立
た
ず
、困
惑
す
る
生
徒
た
ち

設
立　

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年　

形
態　

全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大
は
、
群
馬
大
、

山
梨
大
、
静
岡
大
、
都
留
文
科
大
、
長
野
大
、
静
岡
県
立
大
、

静
岡
文
化
芸
術
大
、
高
知
工
科
大
な
ど
に
14
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
順
天
堂
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
な
ど
に
延
べ
１
３
９
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
81
人
。
就
職
34
人
。

学校概要

学
校
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力
推
進
課
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邊
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わ
た
な
べ
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か
な
た

同
校
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し
て
５
年
目
。
地
理
歴
史
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公
民
科
。

探
究
学
習
の
流
れ
、
特
に
活
動
間
の
つ
な
が
り
を
ま
ず
は
教
師
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た

試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
充
実
し
た
探
究
学
習
の
事
例
を
、
生
徒
、
教
師
に
積
極
的
に
共
有
し
た
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い
、
生
徒
主
体
の
学
び
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
は
、
教
師
が
見
通
し
を
持
っ
て
生
徒
に
伴
走

で
き
る
よ
う
、
学
年
団
で
使
用
す
る
探
究
学
習
の
授

業
案
の
改
良
を
重
ね
て
き
た
。

　
「
1
コ
マ
の
活
動
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
活
動

が
次
時
の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
か
、
あ

る
い
は
そ
の
日
の
う
ち
に
終
わ
っ
て
お
く
べ
き
も
の

な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
、
先
生
方
が
余
裕
を
持
っ
て
生
徒
の

活
動
を
見
守
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
渡
邊
先
生
）

　
生
徒
に
対
し
て
は
、
探
究
学
習
の
流
れ
を
年
度
当

初
だ
け
で
な
く
、
年
度
の
節
目
に
も
繰
り
返
し
説
明

す
る
よ
う
に
し
た
と
、
学
校
魅
力
推
進
課
長
の
小
泉

亜
衣
子
先
生
先
生
は
語
る
。

　
「
そ
の
際
、
校
内
で
の
探
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際

に
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
た
先
輩
た
ち
の
事
例
を
紆

余
曲
折
の
過
程
と
と
も
に
紹
介
し
（
図
）、
高
校
生
の

自
分
た
ち
に
も
社
会
を
動
か
す
力
が
あ
る
こ
と
や
、

今
は
試
行
錯
誤
し
て
い
て
も
道
は
い
ず
れ
拓
け
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
」

　
同
校
は
、
学
校
に
お
け
る
心
理
的
安
全
性
を
高
め

る
た
め
、「
対
話
す
る
」「
受
容
す
る
」と
い
っ
た
、生
徒・

教
師
共
通
の
行
動
指
針
「
駿
総
ベ
ー
ス
」
を
策
定
。

そ
の
指
針
を
探
究
学
習
の
中
で
生
徒
に
提
示
し
、
仲

間
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

こ
と
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
科
の
授
業
で
も
対

話
の
時
間
を
多
く
つ
く
り
、
生
徒
が
互
い
の
価
値
観

を
尊
重
し
な
が
ら
学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
心

理
的
安
全
性
の
面
で
も
教
科
の
授
業
と
総
合
的
な
探

究
の
時
間
を
往
還
さ
せ
て
い
る
。

　
26
年
度
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
は
、「
よ
い

チ
ー
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
か
」
を
テ
ー
マ
に

話
し
合
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
で
大
切
に
し

た
い
価
値
観
を
言
語
化
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
チ
ー

ム
の
信
頼
関
係
を
強
固
に
す
る
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
年
度
途
中
に
は
、

チ
ー
ム
の
活
動
の
進
捗
状
況
や
直
面
し
た
課
題
を
ほ

か
の
チ
ー
ム
と
共
有
し
、
打
開
策
を
考
え
る
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
の
時
間
も
設
け
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
様
々
な
改
善
を
重
ね
た
結
果
、
探
究
学

習
に
対
す
る
生
徒
の
主
体
性
は
向
上
。
１
年
間
の
総

合
的
な
探
究
の
時
間
が
終
わ
っ
た
後
も
、
企
業
と
連

携
し
た
活
動
を
自
主
的
に
続
け
る
生
徒
が
現
れ
た
り
、

そ
う
し
た
生
徒
に
触
発
さ
れ
た
ほ
か
の
生
徒
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
活
動
に
参
画
し
た
り
し
て
い
る
。

　
「
防
災
と
い
う
地
域
課
題
を
軸
に
、
生
徒
、
教
師
が

探
究
学
習
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
追
求
し
て
き

ま
し
た
。
今
で
は
『
駿
河
総
合
高
校
は
防
災
探
究
の

学
校
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
中
学
生
が
入
学

し
て
き
ま
す
し
、
新
し
く
赴
任
し
て
き
た
先
生
方
も
、

生
徒
と
地
域
に
出
て
行
く
こ
と
に
期
待
感
を
持
っ
て

い
ま
す
」（
大
井
先
生
）

　
「
今
後
は
外
部
の
連
携
先
と
の
関
係
強
化
の
た
め
、

問
い
や
仮
説
の
設
定
、
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
に
取
り
組
む
生
徒
の
様
子
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
探

究
学
習
の
改
善
に
向
け
て
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
実
現

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
小
泉
先
生
）

※学校資料を基に編集部で作成。

「産業社会と人間」と総合的な探究の時間を学校魅力化の中核に据える同校では、総合的な探究の時間の年間活動計画や各
コマの授業案、授業で使用するワークシートの作成などは学校魅力推進課が担当している。同課が重視するのが、生徒、教
師に「探究学習では紆余曲折があるのがあたり前」という認識を持ってもらうことだ。同課が教師間での探究学習の指導・
支援の目線合わせと、生徒に対する探究学習の流れの説明を目的に作成した資料では、フィールドワークを通して当初の予
想とは異なる結果を得た生徒が、問いや仮説（図の 1 ）、最終的な成果物の形（図の 2 ）を更新した過程を紹介している。
そのように、探究学習が最後まで順調に進んだケースよりも、試行錯誤を繰り返したケースを生徒や教師に共有することで、
成果や結果以上にプロセスを重視するのが探究学習であるということを学校全体で共通認識することができると、同課は考
えている。

1 2

紆
余
曲
折
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
多
面
的
に
進
め
る

探究学習だからこそ直面する紆余曲折を、生徒、教師がともに理解する図
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